
病院で御前崎ふるさとメニュー

県と中部電力浜岡原子力発電所の31㌔圏内（UPZ）
にある11市町で２月６日、浜岡原発から放射性物質
が放出されたことを想定した原子力防災訓練が実施
されました。
本市の訓練では、各地区の代表者が市内から浜名
湖ガーデンパークへバスを使い避難。新東名高速浜
松サービスエリア（下り）では、スクリーニング検査
も実施されました。

御前崎産は何でもうまい
市立御前崎総合病院で２月７日、市内の地場産品
を使った病院食が患者に振る舞われました。
食材を提供したのは市農業振興会。市内で収穫さ
れる１次産品の魅力をアピールし、地産地消を促
すことが目的です。病院食は、「御前崎ふるさとメ
ニュー」という献立で、地元野菜のすまし汁、遠州
夢咲牛の焼き肉、イチゴ、メロンなどが並び、ベゴ
ニアという品種の花も食卓に彩を加えました。

第14回御前崎市駅伝大会が１月27日、浜岡総合
グラウンドを発着に開催され、95チームが参加しま
した。
コースは７区間、19.2キロ。選手はアップダウン
が激しいコースを懸命に走り抜きました。沿道から
は、温かい声援が送られていました。
総合順位は、優勝▶佐倉AC、準優勝▶中部電力
浜岡チームA、第3位▶浜岡中陸上部Aでした。

消防士の仕事を体験する
親子連れでにぎわい見せる

御前崎市消防庁舎で１月26日、消防フェスタが
開催され親子連れでにぎわいました。同イベントは、
地域住民との交流や消防の仕事について理解を深め
てもらうことを目的に毎年開催されています。
イベントでは、車両の展示や庁舎内の見学、ホー
スを使っての消火体験、ロープを渡るレスキュー体
験が催されました。訪れた子どもたちは、楽しみな
がら消防士の仕事を体験しました。

寒空の下をタスキつなぐ
市駅伝大会に95チームが参加

原子力災害に備える広域避難の流れ確認する
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